
 

 

 

藤沢市教育委員会５月定例会会議録 

 

                日 時  2022年（令和４年）５月 20日（金） 

午後３時 00分 

                場 所  本庁舎８階 ８－１・８－２会議室 

 

 

１ 開 会 

２ 会議録署名委員の決定 

３ 前回会議録の確認 

４ 議 事 

  (1) 議案第２号  市議会定例会提出議案（令和４年度藤沢市一般会計補正予算）に

同意することについて 

  (2) 議案第３号  市議会定例会提出議案（工事請負契約の締結）に同意することに

ついて 

  (3) 議案第４号  藤沢市藤澤浮世絵館運営委員の委嘱について 

  (4) 議案第５号  藤沢市スポーツ推進審議会委員の任命について 

  (5) 議案第６号  藤沢市図書館協議会委員の任命について 

  (6) 議案第７号  藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会委員の委嘱又は任命

について 

  (7) 議案第８号  藤沢市立学校適正規模・適正配置実施計画の策定について（諮

問） 

  (8) 議案第９号  令和５年度使用藤沢市教科用図書の採択方針について 

  (9) 議案第 10号  藤沢市教科用図書採択審議委員会委員の委嘱又は任命について 

  (10) 議案第 11号  令和５年度使用藤沢市教科用図書に関する審議について(諮問) 

５ その他 

  (1) 令和３年度「学校生活全般における体罰の実態把握に関する調査」の結果につい

て 

  (2) 第 12回学習意識調査の報告について 

６ 閉 会 

 

 



 

 

出席委員  

    １番  岩 本 將 宏 

    ２番  木 原 明 子 

    ３番  市 村 杏 奈 

    ４番  飯 盛 義 徳 

    ５番  種 田 多化子 

出席事務局職員 

 教育部長      峯 浩 太 郎   生涯学習部長    板 垣 朋 彦 

教育部参事     近   尚 昭   教育部参事     伊 藤 雅 浩 

生涯学習部参事   横 田 隆 一   教育指導課長    坪 谷 麻 貴 

学校給食課長    神 谷 忠 良   学校施設課長    鳥 生   学 

郷土歴史課長    菊 地 誠     スポーツ推進課長  髙 田 美 彦 

総合市民図書館長  市 川 雅 之   教育文化センター長   作 道   実 

教育総務課主幹   浅 野 智 一   教育総務課主幹   藤 田 健 司    

学務保健課課主幹    柏 崎 浩 通   生涯学習総務課主幹   峯   千 鶴   

生涯学習総務課主幹   田 高 敏 也   教育総務課課長補佐   安 西 美知代 

学校給食課課長補佐   田 中 弘 光      学校施設課課長補佐   木 下 尊 人 

教育指導課指導主事   植 松   梢      教育指導課指導主事   織 田 宗 之 

教育指導課指導主事   中 村   田      教育文化センター指導主事 宮 本 一 也 

生涯学習総務課課長補佐 山之内 朋 子 

書    記      石 田 芳 輝 

  



 

 

岩本教育長  ただいまから藤沢市教育委員会５月定例会を開会いたします。 

  本日は、新型コロナウイルス感染症対策として、会議時間の短縮につい

てご協力いただきたく、説明を簡潔にしていただくなどのご配慮をお願い

いたします。また、ご発言の際は、マスク着用・着座のまま行っていただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  それでは、会議録署名委員を決定いたします。本日の会議録に署名する

委員は、３番・市村委員、４番・飯盛委員にお願いしたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

岩本教育長  それでは、本日の会議録に署名する委員は、３番・市村委員、４番・飯

盛委員にお願いいたします 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、前回会議録の確認をいたします。 

何かありますか。 

  特にないようですので、このとおり了承することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

岩本教育長  それでは、このとおり了承することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  議事に入ります前に、事務局から発言を求められておりますので、これ

を許します。 

鳥生学校施設課長  前回の本定例会において、委員からいただきましたご質問について

回答の一部を保留させていただいておりましたので、お答えさせていただ

きます。ご質問の内容につきましては、「長後小学校及び高谷小学校のト

イレ改修工事」並びに「白浜養護学校の空調設備更新及び新設工事」の詳

細についてお尋ねになられたものでございました。 

  最初に、長後小学校及び高谷小学校のトイレ改修工事の詳細ですが、こ

ちらは両小学校に共通する事項として 8点ございます。まず１点目は、古

くなった便器の更新でございます。こちらは節水機能の付設と、すべての

和式トイレの洋式化を含む内容としております。なお、トイレの洋式化に

ついては、事前に施工内容について学校に要望を聞く中で、もし要望がご

ざいましたら、一部、和式トイレを残す場合もございます。 

  ２点目は、車椅子に対応した個室への改造でございます。こちらは引き

戸の設置とスペースの拡張を行ってまいります。男女それぞれのトイレ１

室ごとに１個室を設けるものですけれども、長後小学校の１階につきまし



 

 

ては「みんなのトイレ」を１ヵ所設置する計画としております。 

  ３点目は、小便器への手すりの設置でございます。こちらは小便器のあ

るトイレごとに１つ設置することとしております。 

  ４点目は、給排水設備の更新でございます。こちらは流し台や配管類な

どを更新するものです。 

  ５点目は、照明器具の更新でございます。こちらは LED 器具への交換

や人感センサーによる点灯・消灯機能の付設を含むものです。 

  ６点目は、換気設備の更新でございます。 

  ７点目は、天井、内壁、床の内装材の更新でございます。 

  ８点目は、トイレの個室と個室の間を仕切る間仕切り材の更新でござい

ます。 

  次に、工事を施工する場所及び箇所数でございますけれども、長後小学

校につきましては、児童が利用する全６ヵ所のうち３ヵ所でございます。

残りの３ヵ所は既に改修済みです。高谷小学校につきましては、児童が利

用する全８ヵ所のうち４ヵ所ございます。残りの４ヵ所は既に改修済みで

ございます。 

  続きまして、白浜養護学校の空調設備の更新及び新設工事の内容でござ

います。更新工事につきましては、既設の教室及び教員執務室などに設置

されております老朽化した室内機及び室外機を更新するものです。なお、

プール、トイレ、倉庫、機械室、焼窯庫、エレベータ室につきましては、

対象外とする計画としております。空調設備の更新スパンにつきましては、

設置後 20年をめどに行っております。 

  次に、新設工事につきましては、生徒数の増に伴い、転用した教室が１

室ございますので、そちらに空調設備を新規設置するものです。以上でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。このことにつきまして、ご意見・ご

質問がありましたらお願いいたします。 

種田委員  小学校のトイレ改修は、障がいがある児童についても利用しやすい

内容になっていると思います。詳しい説明をいただき、ありがとうご

ざいます。 

岩本教育長  ほかにありませんか。 

  ないようですので、この件はよろしいでしょうか。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  それでは、議事に入ります。 

  議案第２号「市議会定例会提出議案（令和４年度藤沢市一般会計補

正予算）に同意することについて」及び議案第３号「市議会定例会提



 

 

出議案(工事請負契約の締結）に同意することについて)、これらは藤

沢市議会定例会への提出案件であるため、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 14 条第７項ただし書の規定により、非公開での審

議としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

  ご異議がないようですので、議案第２号及び第３号は後ほど非公開

での審議といたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  それでは、議案第４号「藤沢市藤澤浮世絵館運営委員の委嘱につい

て」を上程いたします。生涯学習部の説明を求めます。 

菊地郷土歴史課長  議案第４号「藤沢市藤澤浮世絵館運営委員の委嘱について」、ご

説明いたします。（議案書 12ページ参照） 

  今回、この議案を提出いたしましたのは、現在、委嘱しております

藤沢市藤澤浮世絵館運営委員の任期が、６月 15 日をもって満了とな

ることに伴い、藤沢市藤澤浮世絵館条例第 8条の規定に基づき、新た

な委員の委嘱を行うためです。委員候補者につきましては、藤沢市藤

澤浮世絵館条例第８条に基づき５人で、選出区分につきましては、学

識経験者から３人、地元関係市民から１人、学校関係者から１人選出

しており、任期は議案書に記載のとおりでございます。以上で、議案

第４号の説明を終わります。 

岩本教育長  生涯学習部の説明が終わりました。議案第４号につきまして、ご意

見・ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第４号「藤沢市藤澤浮世絵館運営委員の委嘱につい

て」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第５号「藤沢市スポーツ推進審議会委員の任命に

ついて」を上程いたします。生涯学習部の説明を求めます。 

髙田スポーツ推進課長  議案第５号「藤沢市スポーツ推進審議会委員の任命につい

て」、ご説明いたします。（議案書 14ページ参照） 

  今回、この議案を提出いたしましたのは、藤沢市スポーツ推進審議

会委員のうち 2名に欠員が生じており、藤沢市スポーツ推進審議会条

例第２条及び第３条並びに第４の規定に基づき、補欠の委員を任命す

るためです。委員の候補者につきましては、藤沢市地区社会体育振興



 

 

協議会連合会と藤沢市立小学校長会から推薦された委員で、任期につ

きましては、議案書に記載のとおりです。以上で、議案第５号の説明

を終わります。 

岩本教育長  生涯学習部の説明が終わりました。議案第５号につきまして、ご意

見・ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第５号「藤沢市スポーツ推進審議会委員の任命につ

いて」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第６号「藤沢市図書館協議会委員の任命について」

を上程いたします。生涯学習部の説明を求めます。 

市川総合市民図書館長  議案第６号「藤沢市図書館協議会委員の任命について」、ご

説明いたします。（議案書 16ページ参照） 

  今回、この議案を提出したのは、学校教育関係者として推薦を受け

ている委員について、2022 年(令和４年)４月１日の人事異動に伴い、

退任となったことから新たな委員の任命を行うものです。藤沢市図書

館協議会は、図書館法第 14 条の規定に基づき設置され、図書館の運

営に関し、館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館方針に

つき、館長に対して意見を述べる機関となっております。委員の人数

につきましては、藤沢市図書館に関する条例第５条の規定により７名、

委員の任期は２年となっております。委員の選出区分は、学校教育関

係者１名、社会教育関係者２名、家庭教育の向上に資する活動を行う

者１名、学識経験のある者３名となっており、今回、退任された委員

につきましては、学校教育関係者であることから新たな委員につきま

しても、学校教育関係者を任命するものです。なお、任期は議案書に

記載のとおりです。以上で、議案第６号の説明を終わります。 

岩本教育長  生涯学習部の説明が終わりました。議案第６号につきまして、ご意

見・ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第６号「藤沢市図書館協議会委員の任命について」

は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 



 

 

岩本教育長  続きまして、議案第７号「藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委

員会委員の委嘱又は任命について」を上程いたします。事務局の説明

を求めます。 

伊藤教育部参事  議案第７号「藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会委員の委

嘱又は任命について」、ご説明いたします。（議案書 18ページ参照） 

  この議案を提出いたしましたのは、藤沢市立学校適正規模・適正配

置検討委員会設置要綱に基づき、委員の委嘱又は任命する必要による

ものです。検討委員会につきましては、同要綱第３条の規定により 10

人の委員で組織されており、うち変更のあった３人の委員につきまし

て、委嘱又は任命するものです。氏名等につきましては、記載のとお

りです。また、委員の任期は、同要綱第４条の規定により委嘱又は任

命の日から実施計画策定の日までとしております。以上で、議案第７

号の説明を終わります。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。議案第７号につきまして、ご意見・

ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第７号「藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員

会委員の委嘱又は任命について」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第８号「藤沢市立学校適正規模・適正配置実施計

画の策定について（諮問）」を上程いたします。事務局の説明を求めま

す。 

伊藤教育部参事  議案第８号「藤沢市立学校適正規模・適正配置実施計画の策定につ

いて（諮問）」、ご説明いたします。（議案書 20ページ参照） 

  この議案を提出いたしましたのは、藤沢市立学校適正規模・適正配

置検討委員会設置要綱第２条の規定に基づき、藤沢市立学校の教育環

境を整備し、充実した学校教育の推進を図るため、学校施設の適正規

模・適正配置の具体的な施策となる実施計画を策定するに当たり諮問

する必要によるものです。 

  それでは、諮問文を読み上げて説明に代えさせていただきます。 

  

「藤沢市立学校適正規模・適正配置実施計画の策定について（諮問） 

 

 本市における 2040年までの児童生徒数の全体推計では、児童においては令和３年度



 

 

と比較して約 15％、生徒数については約 19％減少する見込みです。一方で、過大規模

が解消されない学校があるなど、地区ごとに格差が生じています。また、学校施設にお

いては、築後 40年以上経過した校舎棟を保有する学校が 40校あり、中でも築後 50年

以上の学校は 21校で、老朽化が著しい状況となっています。 

 こうしたことから、これからの時代に求められる教育内容を勘案しつつ、児童生徒数

の減少や学校施設の老朽化対策などの視点を踏まえ、学校規模の適正化への対応を図り、

子どもたちの教育環境の改善に取り組んでいく上での基本的な考え方となる「藤沢市立

学校適正規模・適正配置に関する基本方針」を、教育長からの諮問に対し貴検討委員会

から受けた答申に基づき、2022年(令和４年)３月に策定したところです。 

 この基本方針に沿って、藤沢市立学校の適正規模・適正配置の実現に向けた通学区域

の見直しや学校の統合など、具体的な手法や学校名を明記した、これからの藤沢市立小

中学校の学校施設の適正規模・適正配置についての実施計画を策定したいので、「藤沢

市市政運営の総合指針 2024」、「第３期藤沢市教育振興基本計画」等との整合性を図り

ながら、貴検討委員会におきまして協議を行い、その内容を答申してくださるよう、こ

こに諮問します。」 

  以上で、議案第８号の説明を終わります。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますよう、お願いいたします。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。議案第８号につきまして、ご意見・

ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第８号「藤沢市立学校適正規模・適正配置実施計画

の策定について（諮問）」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第９号「令和５年度使用藤沢市教科用図書の採択

方針について」を上程いたします。事務局の説明を求めます。 

坪谷教育指導課長  議案第９号「令和５年度使用藤沢市教科用図書の採択方針につい

て」、ご説明いたします。（議案書 23ページ参照） 

  この議案を提出したのは、令和５年度に使用する藤沢市教科用図書

の採択を円滑に進めるため、採択方針を定める必要によるものです。 

  前文で、文部科学省通知及び神奈川県教育委員会通知を踏まえて定

める旨を述べ、１ 基本的な考え方 （1）国、県、市の資料等を踏ま

えて採択する。（２）公正かつ適正を期し採択する。（３）学校、児童

生徒、地域等の特性を考慮して採択する。 

  ２ 採択する教科用図書 「義務教育諸学校の教科用図書の無償措



 

 

置に関する法律第 14 条及び同施行令第 15 条」に基づき、（１）小学

校用教科用図書については、令和元年度採択と同一のもの、（２）中学

校用教科用図書につきましては、令和２年度採択と同一のものを採択

いたします。（３）特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援

学級用教科用図書については、「教科書目録」に登載されているもの又

は「附則第９条図書」いわゆる一般図書のうちから採択いたします。

学校教育法附則第 9条には、特別支援学校や特別支援学級では教科用

図書以外の図書を使用することができる旨の規定があり、一般の図書

を教科用図書として使用することができるということになっており

ます。 

  採択までの経過につきましては、25ページの３に記載しているとお

りです。以上で、議案第 9号の説明を終わります。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。議案第９号につきまして、ご意見・

ご質問がありましたらお願いいたします。 

種田委員  特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用の教科

用図書について、「附則第９条図書」いわゆる一般図書の中から選ぶこ

とができるという説明がありました。一人ひとりに合ったわかりやす

い教科書ということになると思いますが、そのレベルはいろいろある

と思うので、何種類を採択する予定なのか、お尋ねします。 

中村教育指導課指導主事  種類ですけれども、国語、算数等すべての教科において、

何種類かといったところのバラツキはありますが、各学校からの調査

によって必要な教科書として上がってきたものを採択しているとこ

ろです。今までも採択したものは引き続き採択していただき、今まで

採択されていない新規のものについて、あわせて検討していただくと

いうような形になっております。 

種田委員  わかりました。 

岩本教育長  ほかにありませんか。 

  ないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第９号「令和５年度使用藤沢市教科用図書の採択方

針について」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第 10 号「藤沢市教科用図書採択審議委員会委員

の委嘱又は任命について」を上程いたします。事務局の説明を求めま

す。 

坪谷教育指導課長  議案第 10 号「藤沢市教科用図書採択審議委員会委員の委嘱又は



 

 

任命について」をご説明いたします。（議案書 26ページ参照） 

  この議案を提出したのは、藤沢市教科用図書採択審議委員会委員が

2022年（令和４年）５月 31日をもって任期満了となるため、藤沢市

教科用図書採択審議委員会規則第２条の規定により、新たに委員を委

嘱又は任命する必要によるものです。審議委員会委員については、採

択審議委員会規則第２条の規定に基づき、今回は８名で構成し、氏名

等は一覧表に記載のとおりです。以上で、議案第 10 号の説明を終わ

ります。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。議案第 10号につきまして、ご意見・

ご質問がありましたらお願いいたします。 

市村委員  私の認識では、通例、保護者に関しては３名委嘱されていることが

多かったと思いますが、今回、保護者が１名という理由を教えてくだ

さい。 

植松教育指導課指導主事  保護者委員の人数についてですが、一昨年とその前の年の

小学校用、中学校用教科用図書の採択の際には保護者委員には２名、

３名とお願いしていたかと思いますが、今回、特別支援学校や特別支

援学級の採択ということで、保護者委員は１名とさせていただいてお

ります。 

市村委員  今回のような場合、以前も１名だったということですか。 

植松教育指導課指導主事  これまでもそのようにさせていただいておりました。 

市村委員  比率で考えると、学校の先生方は「学校教育」を担っているので、

多いというのはあると思うのですが、家庭教育は保護者が担っている

部分なので、意見をもう少し採用できるような形になっているといい

のではないかと思いました。これは意見です。 

岩本教育長  ほかにありませんか。 

  ないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第 10 号「藤沢市教科用図書採択審議委員会委員の

委嘱又は任命について」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、議案第 11 号「令和５年度使用藤沢市教科用図書に関

する審議について（諮問）」を上程いたします。事務局の説明を求めま

す。 

坪谷教育指導課長  議案第 11 号「令和５年度使用藤沢市教科用図書に関する審議に

ついて（諮問）」、ご説明いたします。（議案書 28ページ参照） 

  この議案を提出いたしましたのは、藤沢市教科用図書採択審議委員



 

 

会規則第５条の規定に基づき諮問する必要によるものです。 

  それでは、諮問文を読み、説明に代えさせていただきます。 

 

「令和５年度使用藤沢市教科用図書に関する審議について（諮問） 

 

 藤沢市教育委員会は 2022 年（令和４年）５月 20 日の教育委員会会議において「令

和５年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」を定めました。 

 教科用図書の採択にあたっては、国、県等の資料を踏まえて公正かつ適正を期し、学

校、児童生徒、地域等の特性を考慮して採択することが求められています。 

 そこで、貴審議委員会においては、「令和５年度使用藤沢市教科用図書の採択方針」

及び神奈川県教育委員会通知に示されている「令和５年度特別支援教育関係教科用図書

調査研究の観点」に基づき審議を行い、その内容を答申してくださるよう、ここに諮問

します。」 

  以上で、議案第 11号の説明を終わらせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定くださいますよう、お願いいたします。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。議案第 11号につきまして、ご意見・

ご質問がありましたらお願いいたします。 

  特にないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、議案第 11 号「令和５年度使用藤沢市教科用図書に関す

る審議（諮問）について」は、原案のとおり決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  それでは、その他に入ります。 

  (1) 令和３年度「学校生活全般における体罰の実態把握に関する調

査」の結果について、事務局の説明を求めます。 

坪谷教育指導課長  令和３年度「学校生活全般における体罰の実態把握に関する調査」

の結果について、ご報告いたします。（資料 30ページ参照） 

  1 調査の概要 

  （１）調査目的 本調査を実施することにより、教職員の体罰に対

する認識を深め、体罰の根絶につなげるために実施をしたものです。 

  （２）調査主体、（３）実施主体は記載のとおりです。 

  （４）調査内容 調査は、ア 教職員向け調査とイ 児童生徒及び

保護者向け調査の２種類を行いました。調査対象期間、調査対象、調

査方法については記載のとおりです。参考に、児童生徒及び保護者向

け調査の説明資料や調査用紙を 35 ページ以降に資料１，２に添付し



 

 

ておりますので、後ほどご覧ください。 

  （５）回答数ですが、参考に、令和２年度の回答数も併記しており

ます。ア 教職員向け調査については、自己申告によるもので、小学

校４件、中学校３件、合計７件が報告されました。イ 児童生徒及び

保護者向け調査については、小学校 89件、中学校 25件、合計 114件

の回答が届きましたが、そのうち事案の記載があったものが小学校 10

件、中学校３件、合計 13件でした。 

  （６）令和３年度児童生徒及び保護者向け調査における再調査を依

頼した数では、小学校８件、中学校２件、合計 10 件の再調査を学校

長に依頼しました。 

  （７）再調査の依頼に含まれない案件として、事実が特定できない

もの、学校の運営に関するものや体罰以外の学校への訴え、また、調

査期間以前のものです。 

  （８）再調査方法では、記載の内容に基づいて学校長が該当教諭等

に対して聞き取りを行い、事実の確認をいたしました。また、連絡先

の記載がある保護者に対しては、市教育委員会により聞き取りを行い

ました。 

  （９）体罰に関する考え方は、記載のとおりです。 

２ 再調査結果についてでは、再調査の結果、県教育委員会に体罰と

して報告する事案はありませんでしたが、教師の指導として不適切で

あると考えられる事案がありました。なお、文部科学省の体罰の定義

については、36ページに添付しておりますので、後ほどご確認くださ

い。 

  （１）教職員向け調査についての再調査後の対応に関しては、児童の

行動を抑えるために体を押さえつけ、威圧的な指導を行った事案など、

教育指導課による指導が必要であると判断して、市教育委員会による

指導を行ったものが小学校で４件ありました。校長による継続的な指

導を行ったものが中学校で３件ありました。これは威圧的な指導や暴

言等不適切な指導の事案でございます。 

 （２）児童生徒及び保護者向け調査についての再調査後の対応に関し

ては、市教育委員会による指導を行ったものが小学校２件あり、先ほ

どの教職員調査の該当教員と重複している件です。校長による継続的

な指導は、小学校５件、中学校３件ありました。不適切な指導につな

がる可能性がある事案として、校長による注意を行ったものが小学校

１小学校１件ございました。 

 （３）保護者からの主な意見に関しては記載のとおりです。 



 

 

 ４ 考察です。今回の調査では教職員向け調査と児童生徒及び保護者

向け調査の再調査依頼数が、小・中学校ともに減少しました。しかし

ながら、保護者からの意見にあるような体罰には至らないものの依然

として児童生徒を傷つける言動や威圧的な指導など、不適切な指導が

認められ、課題と捉えております。児童生徒の誤った行動に対して、

毅然と指導することは大切なことですが、日ごろから児童生徒と信頼

関係を構築し、一人ひとりの特性や置かれた状況等に対して細やかに

目を配るとともに、人格を尊重するという意識を持って子どもたちと

向き合うことが重要となります。今後も体罰や不適切指導等の根絶に

向けた教職員の意識改革及び指導方法に視点をあてた研修等、継続的

な取組が必要と考えます。なお、今回、初の電子化による調査となり

ましたが、事案の記載が無記入のものが小・中学校合わせて 101通ご

ざいました。これまでの紙媒体と同じ質問内容でしたが、初の調査形

態に対するわかりにくさや、記述形式の回答に対する答えづらさも予

想されます。今年度実施に向け、改善に努めてまいります。 

  最後に、５ 今後の取組ですが、「藤沢市教職員人材育成基本方針」

に基づき、各種の研修や各学校におけるＯＪＴを通じ、教育現場から

体罰や不適切な指導を一掃し、ゼロにしていくという教職員一人ひと

りの意識改革や人権感覚を磨く実践的な取り組みを具体的に推進し

ていく必要があります。そこで体罰を認めない学校の環境づくりとと

もに、教職員の指導力を向上させる教育委員会による研修の充実を図

ってまいります。 

  以上で、令和３年度「学校生活全般における体罰の実態把握に関す

る調査」の結果についての報告を終わります。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。ただいまの説明につきまして、ご意

見・ご質問がありましたらお願いいたします。 

飯盛委員  31ページの回答数に関して、教職員向け調査は令和２年度で合計１

７件、令和３年度で７件。児童生徒及び保護者向けの調査では、令和

２年度で 41 件、令和３年度が 114 件とありますが、教職員向け調査

と児童生徒及び保護者向け調査の傾向が年度によって真逆になって

いるという点と、かなり令和３年度は、児童生徒及び保護者向け調査

は増えているけれども、教職員向けは大幅に減っている。こういった

年度ごとの違いは、説明のあった電子化による影響なのか、それとも

ほかに要因があるのか、どのようにお考えですか。 

坪谷教育指導課長  まず、教職員向け調査に関しては令和２年度も令和３年度も紙媒

体で行っておりまして、調査方法は全く同じですが、先ほどの説明で



 

 

もいたしましたように、「体罰」というふうに県の教育委員会に報告す

る事案はございませんでしたが、教職員が子どもの体を押さえつける

というような、体罰にもつながるような不適切な指導を行ったという

ような自覚があって、このような回答をしたものになります。そのあ

たりもとらえの違いで、実際、今年は大幅に減ったということに直結

することではないのかもしれないのですが、そのときの自己申告にな

りますので、体罰に当たるものではないけれども、不適切だったとい

うことで、回答したという意識の要因の数がこうだったというように

とらえております。また、児童生徒及び保護者向け調査に関しては、

こちらは明らかに回答方法の変更ということで、電子を使って、わり

と送信することが気軽にできるような形にしたことから、このような

数になったと分析しております。学校名や学年を記載して、そのあと

に具体的な記述について書いていただくような形式になっているの

ですが、学校名と学年だけ記載して、何か事案があったのか、ないの

かという何も記入がないというのが大多数ございましたので、それ以

上の分析がなかなか難しいのですが、先ほど「考察」に示しましたよ

うな課題も考えられますので、来年につきましては、回答方法等も工

夫してまいりたいと考えております。 

飯盛委員  多分おっしゃったとおりのことが現場では行われているかと予想

はつきますが、もしかしたら何かのサインかもしれないので、そのあ

たりは丁寧に分析していただいて、児童生徒に対するアプローチもも

っときめ細かくやっていただければと思います。 

市村委員  幾つか意見をさせていただきたいと思います。調査方法について、

Ｗｅｂ上で回答できるようになったということで、事案が記載されて

いるかどうかは、改善点はあるようなので、それは別としても、報告

数が増えたこと自体は良いことだと思います。ただ、調査方法を見る

と、Ｗｅｂ上で回答ができない方の場合は、学校等に設置された調査

用紙を取りに行って記入して郵送するという方法になるのかなと認

識しました。設置場所が説明の資料を見ると、「職員室前」とあります。

この体罰の報告をしたいと考えている方が、先生方がいつ出入りする

かわからない職員室前に設置されていて、果たして取りやすいかとい

うと、ちょっと手に取りにくいのかなと思いました。 

それからこの調査の受付期間が資料１を見ると、１月 26 日から２

月４日までとなっていて、これは非常に短いのではないかと思ってい

ます。コロナに感染するリスクのある今の状況だと、報告できるよう

になったときにはもう受付期間が終わっていたというようなことにな



 

 

りそうな気がしています。その後も教育委員会に連絡をするようには

記載がありますが、それは一段、ハードルが上がってしまうのではな

いかと思うので、期間についてはもう少し長めにとっていただけたら

いいかなと思いました。 

  最後に、こういった数値的な報告もまとめてされていて、考察もし

っかりされていて、ありがたいと思っています。こういった情報と同

じぐらい知る必要があると思っているのが、これらの事案があって、

その指導後どうなったのかは誰でも知りたいどころではないかと思

っています。例えば令和２年度の部分で上がった事案及び対象者が令

和３年度でも上がっているのか、それとも全く新規の事案なのかとい

うのは、一見した感じではわからないです。各項目から見える市の教

育委員会による対応を実施して、その後どうなったのかというところ

を結果の報告とか、「考察」に含めてもらえるとありがたいと思いまし

た。 

木原委員  大変細やかにまとめた「考察」を読ませていただきましたが、「考察」

の上から３行目に「体罰に至らないものの、依然として児童生徒を傷

つける言動や威圧的な指導等、不適切な指導が認めらます。」とありま

すが、指導した教師と生徒との間に信頼関係があって、初めてそれが

心に届く指導になるということで、こういったことを行うために教職

員の方の意識改革をする必要があると、こういったところが生かされ

ていくことが大事ではないかと思いました。 

種田委員  私も令和３年度の数にびっくりしたというか、どういうことなのか

とか思いました。今の説明や「考察」にもありましたが、何も書いて

ないということですが、学校名と名前は記載されているということな

ので、書けなかったということがあるかもしれないと思います。学校

名と名前の記載があった方に、後でもいいので、スクールカウンセラ

ーの方からお話していただけると何か見つかるのかなという気もし

ます。そのまま放置しないで対応していただけたら嬉しいです。お忙

しいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

岩本教育長  ほかにありませんか。 

  ないようですので、了承することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

岩本教育長  続きまして、「第 12回学習意識調査の報告」について、事務局の説

明を求めます。 

坪谷教育指導課長  「第 12回学習意識調査の報告」について、ご報告いたします。 

（資料 38ページ参照） 



 

 

 本調査は、教育文化センターにおいて 1965 年（昭和 40 年）以降、

５年ごとに繰り返し、ほぼ同一内容の質問を用いて市内の中学校３年

生を対象に実施されるものです。今回の調査は、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響を受けたために、実施予定を１年延ばし、昨年の実

施となりました。調査を実施することで、これまでの変化を長期的な

視野で分析するとともに、新設項目を加えることで見えてくる新たな

課題も含め、分析した結果を報告するものです。 

１ 調査のねらい 本調査は、その時々における生徒の学習意識だけ

でなく、時代の流れや動きを合わせて読み取り、これからの教育の方

向性を見定める上で重要な基礎資料を得るとともに、その成果を学校

教育の計画・立案のための基礎資料として、学校現場や教育関係機関

等に広く提示していくものです。 

２ 調査対象 本調査は、藤沢市立中学校３年生全員を対象として実

施いたしました。 

３ 調査の実施期間は、記載のとおりです。 

４ 調査項目 第１回調査から継続して行ってきた調査項目及び前回

までの追加調査項目を合わせた 13 項目として、今年度新たに設定し

たＳＮＳの利用など新設項目２項目となります。 

５ 特徴的な結果については、６つ挙げさせていただきました。これ

らについては、報告書の抜粋を基にご説明いたします。（別冊資料８ペ

ージ以降参照） 

 １つ目の特徴は、継続調査項目について、「全体的に望ましい選択肢

を選ぶ生徒が増えている傾向にある」という特徴が見られました。 

 ９ページの「学校の勉強の理解度」に関するグラフで、「黒色はよく

わかる。白色はどちらかというとわかる。」を選択した生徒の割合を示

しております。この２つの望ましい選択肢を選んだ生徒が増加傾向に

あるのがわかります。同じような傾向は 10 ページの「学校の勉強に

ついていく自信」、また、11ページの「意欲」や 12ページの「集中度」

に関する項目においても、同様の傾向を示しております。 

次に、２つ目の特徴は、32ページの「勉強に関する悩み事の相談相

手」の回答を項目ごと、時系列で示したグラフとなります。複数回答が

可能な設問になります。「父」と「母」に着目すると、共に前回より急

増していることがわかります。これはコロナ禍においてリモートワー

クなど保護者が家庭にいることが多く、話す機会が増えたことも原因

の１つと考えることができます。 

３つ目の特徴として、37ページの「学校の中で一番大切に思うもの」



 

 

に関するグラフです。白色の「友達づきあい」と回答した生徒の割合

は、前回（2015年）は、それまでと比べ減少を示していましたが、今

回の調査では前回より４ポイント増加しております。一方、部活動は

4.3ポイントの減少となっており、コロナ禍において部活動の制限があ

ったことが、「友達づきあい」の回答の割合にも影響を与えたものとい

うふうに見ることができます。また、「勉強」と回答した割合は、前回

は大きく増加しましたが、今回は微少となっております。この「勉強」

「友達づきあい」の回答につきましては、前回、大幅に変動があったと

いう結果からＳＮＳの急速な普及が要因ではないかと考え、今回のＳ

ＮＳに関する質問項目を新設しております。 

次に、４つ目の特徴として、46～47ページの「期待する授業に関す

る回答結果」です。特に③の「自分たちで課題を見つけ、考えたり、調

べたりする授業」と⑥の「将来役立つ知識や技術を身につけられる授

業」の回答は、調査するごとに増加傾向にあります。また、④の「自分

の興味や関心のあることを学べる授業」への期待値は、今回大きく増

加している傾向にあります。昨年から新学習指導要領が全面実施され、

昨今、学校では主体的、対話的で深い学びのための授業改善が求めら

れている結果のあらわれとも見て取れます。 

５つ目の特徴として、56ページの「学習意欲の促進傾向」を問うＡ

からＦの６項目と、「抑制傾向」を問うのＧとＨの２項目の結果を過去

２回の調査と時系列で比較したグラフとなります。グラフを見ると、

Ｄの「責任感」やＧの「失敗回避」などが特に今回の調査で当てはまる

と回答した生徒の割合が高くなっております。57ページの下には、実

際の質問文を掲載してありますので、ご参照ください。 

これらの結果から与えられた課題や学習に関するアドバイスに対し

て、しっかりと取り組んだり、自主的に学習したりする様子が感じら

れる反面、失敗や間違いを恐れ、積極的に発言できない生徒の姿も想

像ができます。 

68ページの６つ目の特徴として、新設項目からＳＮＳの利用につい

て挙げております。スマートフォンやパソコンなどによるＳＮＳの平

日の利用時間と、３番目に挙げた「学校の中で一番大切に思うもの」を

クロス集計した結果です。黒色の「勉強」を一番大切に思うこととして

回答した生徒の割合は、ＳＮＳの利用時間に伴って減少傾向にあるこ

とがわかります。その反面、「友達づきあい」の割合は、ＳＮＳの利用

時間が増えるに伴い増加傾向にあります。ＳＮＳの利用につきまして

は、時間を問わず多様で、例えば勉強中、コミュニケーションアプリで



 

 

友達とやり取りをしたり、動画を流していたりすることも考えられま

すが、今回の調査ではそこまで追うことはできませんでした。今後、そ

のような様子がわかる調査が必要と考えております。今回は、学校が

新型コロナウイルス感染症の対応等の時期との調査ということで、そ

れがどのように影響しているのかを分析するためにも、さらに継続し

て調査を実施していくことが必要だと考えております。また、ＳＮＳ

や友達という言葉の解釈なども多岐にわたっていることから、分析を

重ねていきたいと考えております。 

最後に、最初の資料に戻っていただいて、６ 今後の予定です。本日

の５月教育委員会定例会にて報告をさせていただいた後、関係機関に

送付するとともに、教育文化センターホームページに資料を掲載する

予定です。また、８月 23日に本センター主催の教育文化講演会におき

まして、今回の調査結果を基にしたシンポジウムを開催する予定です。

シンポジウムには進行役に講師の先生をお迎えし、大学教授、小中学

校校長の代表、保護者代表の方に登壇していただく予定でございます。

以上で、「第 12回学習意識調査の報告」を終わります。 

岩本教育長  事務局の説明が終わりました。ただいまの説明につきまして、ご意

見・ご質問がありましたらお願いいたします。 

市村委員  意見になりますが、資料の 46ページの「期待する授業」の中で、「自

分の興味や関心のあることを学べる授業」、「将来役立つ知識や技術を

身につけられる授業」、「学校の外で見学・体験できる授業」の期待値が

上がっているのは、「学びを人生や社会に生かすこと」、「未知の状況に

も対応できること」、「生きて働くための知識や技術を習得すること」

といった学習指導要領の方針に即した教育をしていることの成果があ

らわれているのかなと思いました。また、それらの学びをアクティブ

ラーニングで実践していることで、自分たちで課題を見つけ、考えた

り、調べたりする授業の期待値も上がっているのではないかと思いま

す。これら選択肢にある授業は、どれか 1 つでなければならないとい

うものではなくて、組み合わせた授業にすることが可能だと思います

ので、今後も子どもたちの期待に応えられるような授業をしていただ

きたいと思います。 

木原委員  68ページの「ＳＮＳ利用とのクロス集計」というところは、とても

興味深く見させていただいたのですが、中身がはっきりわからない部

分もあるだけに、一概に言えないところもあると思うのですが、ここ

の中身が手に取るようにわかってくると、何か生かせるのではないか

と思いました。 



 

 

飯盛委員  市村委員がおっしゃったように、特徴的な結果について、「学習の理

解度」、「学習への自信、意欲」、こういったことが年々、いい方に行っ

ているのではないかということでしたが、それはどういった要因があ

るとお考えですか。 

宮本教育文化センター指導主事  先ほど市村委員からお話があったように、学習指導

要領の改訂等がありまして、学習指導要領の変化に伴ったもの、また、

主体的、多様的で深い学びについて、生徒の方にも意識が高まってい

るということが言えるかと思います。令和３年度の「全国学力学習状

況調査」におきましても、藤沢市の生徒の回答が主体的、多様的で深い

学びについて、良い傾向にあると示していたということもありまして、

そこと合致するような結果になっているかなと感じております。 

種田委員  ５年ごとの中学３年生の調査ということですが、受験があったりす

る中、大変だと思いますが、継続して行うことによって、子どもたちの

姿が時代ごとに変わっていくのが見て取れて、今後の学校での指導に

役立つのではないかと思いました。今後とも継続して対応していただ

けたらと思います。 

岩本教育長  ほかにありませんか。 

  ないようですので、了承することといたします。 

×××××××××××××××××××××××××××××× 

岩本教育長  以上で、本日、予定いたしました公開で審議する案件はすべて終了

いたしました。 

委員の方で、前回の定例会から今日までの間で報告事項のある方はい

らっしゃいますか。（なし） 

それでは、次回の会議の期日を決めたいと思います。６月 10日（金）

午後３時から、傍聴者の定員は 20名、場所は本庁舎 8階 ８－１・８

－２会議室において開催予定ということでいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 それでは、次回の定例会は６月 10日（金）午後３時から、傍聴者の

定員は 20名、場所は本庁舎８階 ８－１・８－２会議室において開催

予定といたします。 

 以上で、本日の公開での審議の日程はすべて終了いたしました。あ

りがとうございました。 

午後４時 05分  

 


